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認知機能検査従事者講習の実施要領の制定について（通達乙）

認知機能検査従事者講習の実施要領については、別添「認知機能検査従事者講

習の実施要領」のとおり運用することとしたので、事務処理上誤りのないように

されたい。



別添

認知機能検査従事者講習の実施要領

第１ 趣旨

この要領は、認知機能検査従事者審査及び認知機能検査従事者講習の実施

に関する規則（平成22年公安委員会規則第６号）第４条の規定に基づき、運

転免許に係る講習等に関する規則（平成６年国家公安委員会規則第４号）第

４条第２項第２号に規定する認知機能検査の実施に必要な技能及び知識に関

する講習（以下「認知機能検査従事者講習」という。）の実施に関し必要な

事項を定めるものとする。

第２ 受講対象者

25歳以上の者であって、認知機能検査従事者講習の受講を希望するもの

第３ 講師

警察庁が実施する検査の実施に必要な技能及び知識に関する研修を終了し

た者

第４ 認知機能検査従事者講習の内容等

１ 講習項目等

講習項目、講習内容及び講習時間の基準は、別表の認知機能検査従事者講

習カリキュラムのとおりとする。

２ 講習方法

(1) 講習項目「高齢者と認知症の実態及び基礎理論」については、視聴覚教

材「認知症を知る：正しい理解のために」（警察庁運転免許課作成）によ

り行うこと。

(2) 講習項目「高齢運転者対策の概要」については、「高齢運転者対策の概

要」（警察庁運転免許課作成）を参考に、当県の実情に応じて作成した資

料を用いて、講義形式により行うこと。

(3) 講習項目「認知機能検査の実施方法」については、次の基準により行う

こと。

ア 講義形式により、認知機能検査の実施に当たっての心構え、認知機能

検査の実施要領、認知機能検査の採点及び認知機能検査結果の通知につ

いて説明を行う（50分）。

イ 講師による認知機能検査の模範実施を行い、模範実施後、受講者から

の質疑対応を行う（45分）。

ウ 受講者が二人一組になって、相互に認知機能検査の模擬実施を行う

（70分）。

エ 模擬実施後の受講者からの質疑対応（15分）。



第５ 留意事項

１ 計画的な認知機能検査従事者講習の実施

年度ごとに認知機能検査従事者講習の実施計画を作成すること。

２ 認知機能検査従事者講習の実施についての告示

認知機能検査従事者審査及び認知機能検査従事者講習の実施に関する規則

第３条第１項に規定する認知機能検査従事者講習の実施に関し必要な事項の

告示については、県公報に登載するなどして、当該講習についての周知を図

ること。



別表（第４関係）

認知機能検査従事者講習カリキュラム

講習項目 講習内容 時間

高齢者と認知症の実態及 １ 認知症の実態及び認知症に関す 90分

び基礎理論 る基礎理論

２ 認知症の症状及び対応方法

高齢運転者対策の概要 １ 高齢運転者の交通事故情勢 60分

２ 認知機能検査の内容

３ 認知機能検査の結果に基づく高

齢者講習

４ 認知症のおそれがある者に対す

る臨時適性検査又は診断書提出命

令の実施

５ 運転免許証の自主返納及び運転

経歴証明書

６ 運転適性相談

認知機能検査の実施方法 １ 認知機能検査の実施方法 180分

２ 認知機能検査結果の採点方法

３ 認知機能検査結果の伝達方法

４ 認知機能検査の模擬実施（ロー

ルプレイング）


